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妊娠白鼠を用いて P M S 又は H C G 負荷実験を先ず空腹時及び飢餓時について行い, 血糖, 肝グリコゲ
ン, 筋グ.) コゲン, 血清総脂酸, 血中ケトン体, 肝総脂酸及び筋総脂酸の経時的消長を非妊白鼠の場合と
対比し検討してみた｡
その結果 P M S 又は H C G は空腹時負荷では, 非妊群に対しては絶食持続による蓄積脂質の動員並び
に異化過程を促進させるのみでなく組織での利用をも克遷し, 一方肝における脂質よりの糖転化過程を促







以上の実験を通じて P M S と H C G との代謝に及ぼす影響は両者間で殆んど差が認められないことか







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は性腺刺戟ホルモンの物質代謝におよぼす影響をとくに糖質, 脂質代謝のめんから追求 したのであ
る｡ すなわちウィスク一系妊, 非妊白鼠につき空腹時, 飢餓時, ならびに脂肪乳剤負荷時につきP M S ,
H C G 負荷実験を行ない, 血糖, 肝グリコゲン, 筋グリコゲン, 血清総脂酸, 血中ケトy 体, 肝総脂酸お
よび筋総脂酸の経時的消長を詳細に検討した｡ その結果P M S , H C G を負荷すると蓄積脂質の動員なら
びに異化過程の促進, これにともなって組織利用も冗進, 一方肝における脂質よりの糖転化過程を促進す
ると推想する所見を待たが, これらの所見はいかなる条件下においても非妊時では妊娠時に比較して顕著
にみられている｡ 以上の実験をつうじてP M SまたはH C G の作用効果には両者間においてはほとんど相
違がないことから, これら両ホルモンにじゅうらい からかせられていたF S H 様作用, L H 様作用とはべ
つに物質代謝に与える共通な脂質利用促進の因子が存在 しているものと推測 している｡ したがって妊娠時
における著 しき性腺刺戟ホルモンの増量の意義には脂質よりの糖転化促進作用をもふくめた脂質の利用促
進という性器外作用のあることをあらたに指摘 しえたのである｡
このように本研究は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定するD
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